
 

議案第５２号 

さいたま市精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の規定による任意入院者

の症状等の報告に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

さいたま市精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の規定による任意入院者の症

状等の報告に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 
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さいたま市精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の規定による任意入院者

の症状等の報告に関する条例の一部を改正する条例 

さいたま市精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の規定による任意入院者の症

状等の報告に関する条例（平成１９年さいたま市条例第１６号）の一部を次のように

改正する。 

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては「改正部分」と、

改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）については、次のとおりとする。 

⑴ 改正部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正部分を当

該改正後部分に改める。 

⑵ 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

⑶ 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 
改正後 改正前 

（趣旨） （趣旨） 
第１条 この条例は、精神保健及び精神障害者福祉

に関する法律（昭和２５年法律第１２３号。以下

「法」という。）第３８条の２第２項の規定に基

づき、精神科病院に入院中の任意入院者に係る症 
状等の報告に関し必要な事項を定めるものとする。

第１条 この条例は、精神保健及び精神障害者福祉

に関する法律（昭和２５年法律第１２３号。以下

「法」という。）第３８条の２第３項の規定に基

づき、精神科病院に入院中の任意入院者に係る症 
状等の報告に関し必要な事項を定めるものとする。

  
 （報告）  （報告） 
第２条 法第３８条の２第２項に規定する精神科病

院の管理者は、同項に規定する任意入院者の症状

及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施

行規則（昭和２５年厚生省令第３１号）第２０条

の５各号に規定する事項について、規則で定める

ところにより、市長に報告しなければならない。 

第２条 法第３８条の２第３項に規定する精神科病

院の管理者は、同項に規定する任意入院者の症状

及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施

行規則（昭和２５年厚生省令第３１号）第２０条

の５各号に規定する事項について、規則で定める

ところにより、市長に報告しなければならない。 
  

附 則 



 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。 


